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どの瞬間で、どんな場面で実力がついているのか
いま一度 勉強法を見直し、合格を引き寄せよう
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家
で
復
習
す
る
時
に
、

力
は
ぐ
ん
ぐ
ん
伸
び

る
今
回
は
タ
イ
ト
ル
に
あ
る

よ
う
に
皆
さ
ん
の
実
力
は
、

い
つ
ど
の
段
階
で
付
い
て
い

る
か
に
つ
い
て
考
察
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

た
と
え
ば
学
校
の
授
業
で

す
。
先
生
の
話
を
集
中
し
て

聞
い
た
と
し
ま
す
。
そ
の
段

階
で
も
力
は
付
い
て
い
る
で

し
ょ
う
。
ま
た
質
問
さ
れ
て

そ
の
答
え
を
一
生
懸
命
考
え

た
と
し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
そ

の
時
も
力
は
付
い
て
い
る
で

し
ょ
う
。
あ
る
い
は
ま
た
問

題
を
出
さ
れ
て
そ
れ
を
必
死

で
解
い
た
と
し
ま
す
。
こ
こ

で
も
力
は
付
く
は
ず
で
す
。

で
は
、
こ
こ
ま
で
で
完
ぺ
き

で
し
ょ
う
か
。
こ
の
ま
ま
入

試
に
臨
ん
で
大
丈
夫
で
し
ょ

う
か
。
や
は
り
こ
れ
だ
け
だ

と
少
し
不
安
が
残
る
と
思
い

ま
せ
ん
か
。
何
か
や
り
残
し

て
い
ま
す
ね
。

そ
う
で
す
。
勘
の
い
い
人

は
も
う
分
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

家
で
、
自
力
で
、
復
習
す
る

こ
と
が
必
要
な
の
で
す
。
こ

の
瞬
間
に
真
の
実
力
と
し
て

あ
な
た
の
中
に
定
着
す
る
の

で
す
。
短
い
時
間
で
も
い
い

で
す
か
ら
必
ず
復
習
し
ま
し

ょ
う
。

過
去
問
学
習
は
、
解

い
た
そ
の
後
か
ら
始

ま
る次

に
過
去
問
題
集
に
取
り

組
む
場
面
を
考
え
て
み
ま
し

ょ
う
。

ま
ず
問
題
を
解
き
ま
す
。

こ
の
時
、
頭
は
高
速
回
転
し

て
い
る
で
し
ょ
う
か
ら
、
た

し
か
に
力
は
付
い
て
い
る
で

し
ょ
う
。
し
か
し
、
問
題
を

解
く
こ
と
で
得
ら
れ
る
の
は
、

自
分
の
頭
の
中
に
あ
る
知
識

の
確
認
に
過
ぎ
な
い
と
も
言

え
ま
す
。

さ
ら
に
力
を
付
け
る
に
は
、

解
け
な
か
っ
た
問
題
や
、
間

違
っ
た
問
題
を
自
力
で
で
き

る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
解
い
て
答
え
合
わ

せ
し
た
だ
け
で
は
過
去
問
練

習
を
し
た
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

力
を
付
け
る
作
業
は
、
過
去

問
を
解
い
た
そ
の
後
か
ら
始

ま
る
の
で
す
。

解
説
は
何
度
も
読
ん
で
く

だ
さ
い
。
教
科
書
も
繰
り
返

し
読
ん
で
く
だ
さ
い
。
そ
れ

で
も
分
か
ら
な
か
っ
た
ら
先

生
に
質
問
し
て
く
だ
さ
い
。

友
達
と
質
問
し
合
う

時
の
注
意
点

皆
さ
ん
は
友
達
と
一
緒
に

勉
強
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
す

か
。
授
業
中
は
当
然
友
達
と

一
緒
で
す
が
、
そ
れ
以
外
の

場
面
で
と
い
う
意
味
で
す
。

も
し
そ
の
よ
う
な
場
面
が

あ
っ
た
ら
ぜ
ひ
試
し
て
も
ら

い
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
質
問
を
し
合
う
こ
と

で
す
。

そ
の
場
合
、
質
問
は
単
純

な
一
問
一
答
で
は
駄
目
で
す
。

ま
っ
た
く
意
味
が
無
い
と
ま

で
は
言
い
ま
せ
ん
が
、
効
果

は
高
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

お
す
す
め
は
「
〜
に
つ
い

て
説
明
し
て
く
だ
さ
い
」
と

い
っ
た
質
問
で
す
。
た
と
え

ば
「
平
安
時
代
の
文
化
に
つ

い
て
」「
太
陽
暦
と
太
陰
暦

に
つ
い
て
」
と
い
っ
た
形
で

す
。
聞
か
れ
た
方
は
、
そ
れ

に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
こ
と

全
て
を
分
か
り
や
す
く
説
明

し
ま
す
。

こ
の
時
、
説
明
で
き
た
こ

と
は
頭
の
中
に
入
っ
て
い
た

事
柄
で
す
。
そ
れ
を
整
理
し

相
手
に
分
か
り
や
す
く
説
明

す
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
確
か

な
も
の
に
な
り
ま
す
。
つ
ま

り
力
が
付
き
ま
す
。

ま
た
、
説
明
で
き
な
か
っ

た
こ
と
は
頭
の
中
に
入
っ
て

い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
課
題
が
明
確
に
な
っ
た

わ
け
で
す
か
ら
、
す
ぐ
に
復

習
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
こ
の
方
法
は
、
自

分
一
人
で
も
で
き
ま
す
。
自

分
で
質
問
し
て
自
分
で
答
え

れ
ば
い
い
の
で
す
。

要
す
る
に
こ
こ
で
述
べ
て

い
る
の
は
、
こ
れ
ま
で
何
度

か
繰
り
返
し
て
き
た
「
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
」
の
重
要
性
で
す
。

覚
え
る
こ
と
（＝

イ
ン
プ
ッ

ト
）
に
夢
中
で
、
そ
れ
を
外

に
出
す
こ
と
を
怠
る
と
力
は

付
き
ま
せ
ん
。

過
去
に
受
け
た
模
試

を
解
き
直
す

模
試
を
受
け
た
と
き
は
、

で
き
れ
ば
そ
の
日
の
う
ち
に
、

で
き
な
か
っ
た
問
題
を
解
き

直
し
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
も
ま

た
力
を
付
け
る
た
め
に
欠
か

せ
な
い
作
業
で
す
。

模
試
問
題
は
過
去
の
傾
向

に
基
づ
い
て
作
ら
れ
て
い
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
本
番
入

試
で
も
同
様
の
問
題
が
出
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま

り
予
想
問
題
と
し
て
の
性
質

も
併
せ
持
っ
て
い
る
の
で
す
。

偏
差
値
や
合
格
可
能
性
を
見

て
終
わ
り
に
せ
ず
、
必
ず
で

き
な
か
っ
た
問
題
や
間
違
っ

た
問
題
の
解
き
直
し
を
し
ま

し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
受
け
る
模
試
だ

け
で
な
く
、
こ
れ
ま
で
に
受

け
た
模
試
や
実
力
テ
ス
ト
、

学
校
の
定
期
考
査
に
つ
い
て

も
同
様
で
す
。
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特集 ガンバレ受験生 ２面
◇高校の先生からの入試直前アドバイス
・県立川口北高校 福元健二先生
・県立熊谷女子高校 松下奈緒子先生
・埼玉栄高校 金﨑正一郎先生
・正智深谷高校 大嶋俊久先生
・県立杉戸高校 齊藤友和先生
・獨協埼玉高校 酒井直樹先生

受験生の疑問に答えるＱ＆Ａ ４面
自己ＰＲがどうしても書けません。どうし
たら？
欠席日数は合否にどれくらい影響がありま
すか？ 他

今月のテーマ「力のつく勉強法」

入試本番まで残り時間が少なくなってきました。
焦りを感じている人もいるかもしれませんが、皆さんの力はまだまだ伸びます。
ただし、そのためには、いま一度勉強法を見直す必要があるかもしれません。

サイエンス部は、課題研究、文化祭での展示・実験体験、小学生を対象とした実験教
室を行っています。２０２１年には第６５回日本学生科学賞において文部科学大臣賞を受賞
し、国際学生科学技術フェア（ISEF）２０２２に日本代表として出場しました。私たちと
一緒に、科学研究をしませんか？ （文・写真：学校提供）

一緒に科学研究をしませんか一緒に科学研究をしませんか一緒に科学研究をしませんか
大妻嵐山高校 サイエンス部大妻嵐山高校 サイエンス部
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◆目標は成功の先に
皆さんの中には、志望校がすでに決まっている人も
いれば、まだ決めきれていない人もいると思います。
迷っている場合は保護者の方や先生などに相談しなが
ら、最終的には自らの意思で決めることが大切です。
いずれにしても、入試本番への「合格大作戦」（最終
段階の学習計画や心構え）をしっかりと立ててみてく
ださい。
あくまでも入試は通過点、目標は志望校への進学で
す。未来の高校生活を想像してやる気を燃やしましょ
う。

◆ルーティンで集中力アップ
学習時間のスタートにルーティンを決めてやってみ
てください。計算問題を解く、英単語を暗唱するなど、
また部屋の掃除や机の上の整頓をするなど何でもよい
のです。毎日毎日同じことから始めることによって、
心と頭が落ち着き、集中力がアップします。

◆凡事徹底
毎日、同じ時刻に寝て、起きることにより睡眠時間
を確保します。朝食、夕食をしっかり取り栄養を蓄え
ます。身の回りと身なりを整え、学校生活をしっかり
と過ごします。生活のリズムを整え、当たり前のこと
をしっかりと行うことにより、入試当日まで安定した
精神状態で学習に臨めます。

◆勝負の神様は細部に宿る
これから成績が伸びるのか、志望校に届くのか、不

ふんれい

安になることもあるでしょう。奮励努力を続ければ大
丈夫です。過去の入試問題を解く際、間違った箇所は
中途半端にせず、何度も解いてしっかり理解します。
間違った箇所には苦手な部分が含まれているので、何
度も解くことで克服に繋がります。ひとつの問題集を
繰り返し解くのもお勧めします。ただし、基本をおろ
そかにしないでください。分かったつもり、できるつ
もりにならず、細部にこだわってください。

◆冷静に熱くなれ
入試当日、自分は本番に弱いとか、プレッシャー

に負けるとか思う必要はありません。誰もがプレッシ
ャーを感じるし、緊張しています。自分自身が弱いと
思うことがマイナスに働くのです。冷静に熱く、
い ふ う ど う ど う

威風堂々と入試当日を迎えてください。
「念ずれば花開く」チーム川北の教職員生徒全員で
皆さんを応援しています。

入試が近づいてくると不安な気持ちが強まってくる
ものです。そんな頑張る皆さんへエールを送ります。
少し深呼吸をしながら、読んでください。

◆過去問の分析を踏まえて戦略的な勉強を
熊谷女子高校の学校説明会では、入試に向けたワン
ポイントアドバイスをしています。その中では『高校
入試問題の過去問題に挑戦する時に、問題分析も行い
ましょう』とお話しています。
埼玉県立総合教育センターのホームページには、過
去３年分の入試問題と解説、問題ごとの正答率が掲載
されています。例えば、正答率が８０％の問題は、８割
の受験生は正解しているということです。２０％であれ
ば２割の人が正解している難問だということがわかり
ます。
これを踏まえて、現在の自分が解けなかった問題は、
正答率の高い、必ず正解しておきたい問題なのか、難
問なのか、正答率が５０％程度の点数に差がつく問題な
のかということをぜひ分析してください。自分の志望
校合格のためには、どのレベルの問題までしっかり得
点できるようにしたらよいのかを考え、戦略的に勉強
してほしいと思います。

◆１日の中にリフレッシュタイムを
いど

入試に挑むためには、心と体の健康が何よりも大切
です。中３生のこの時期、熊女生はどんな方法で健康
管理をしていたのか生徒に聞いてみました。
「好きな本を読む」、「散歩をして外の空気を吸う」、

「友達とのおしゃべり」などそれぞれの気分転換をし
ていたようです。中には「筋トレ！」と答えた生徒も
いました。また、体を冷やさないように気を付ける、

と

食事をしっかり摂る、十分な睡眠を確保することを多
くの生徒が意識していました。皆さんも自分に合った
気分転換・健康管理方法をぜひ見つけてください。

◆自己肯定感と努力が一歩踏み出す原動力に
目標に向けて努力を続けている皆さんには、自己肯
定感を高くもってほしいと思います。今の自分でいい
んだ、今の自分ならきっとできる、と自分を認め、大
切にしてください。
熊女生は『出る杭は打たれない』という言葉が大好
きです。熊女はお互いの良さを認め合い、新たな挑戦
を応援する学校です。挑戦する自分を支えるのは、周
りからの応援に加えて、努力を続けてきた自分自身で
す。
受験生の皆さん、自信をもって一歩前に出てみまし
ょう。その姿勢が、皆さんを待っている高校生活でも
きっと役に立つはずです。

◆文章を読み込む力は全ての学力の基礎
この時期だからこそ、あえて国語の勉強について

アドバイスをします。
受験勉強の時期になると、多くの人が国語の勉強

を後回しにしてしまいがちです。しかし、文章を読み
込む力、読解力というのは一朝一夕では身につきませ
ん。
今からでも２０分でも３０分でも文章を頑張って読み

込むということを毎日取り組んでください。
文章を読み込む力は、すべての教科の学力の基礎

となります。なぜなら、文章を理解するためには、そ
の文章の構成や論理を理解する必要があるからです。
また、文章を読み込むことで、語彙や知識を増やすこ
とができます。

◆読み込んだ内容をアウトプットする時間を作ろう
論説文や小説の問題は、出題された文章をしっか

り読み込み、どういう風な文章を読んだかを「人に説
明できるくらい」読み込みましょう。そのためには読
んだ文章の内容を、自分の知識・教養として身に付け
る。そのために２０回も３０回も読み込む。それくらいの
気概で読み込みましょう。
そして実際に読んだ内容を誰かに説明する、つま

りアウトプットをするということを繰り返してくださ
い。説明できるくらいに文章の本質を捉えられれば、
試験で出題されても自然と解けるものです。

◆過去問タイムアタックにも挑戦してみよう
とはいえ、入学試験は時間に制限がありますので、

スピーディーに読み込むことが求められます。文章を
深く読み込むことと同時に、時間で区切って素早く読
むというトレーニングにも取り組みましょう。具体的
には、入試過去問に挑戦し、時間を決めて、タイムア
タックという風に取り組んでみてください。

◆国語の勉強は受験勉強だと思ってほしくない
国語の勉強は物事の本質を捉え、その情報を処理

することです。これは国語に限らず、すべての学力の
基礎といえます。
読解力は受験勉強に限らず、これから社会に出た

際に必須の能力です。受験勉強だと考えるのではなく、
すべての基礎だととらえ、決して適当に取り組まない
でください。同じことを皆さんだけではなく、大学受
験に臨む本校の高校生にも指導しています。
しっかりと取り組んだ人は、きっと次のステージ

でも花開く事でしょう。目標を高く、また周囲への感
謝の気持ちを持って、しっかり勉強に取り組んでくだ
さい。

「合格大作戦」成功のために

埼玉県立川口北高校
教務主任 福元 健二 先生
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これからが力が伸びる時！
一歩前に踏み出す自分を応援しよう

埼玉県立熊谷女子高校
教頭 松下 奈緒子 先生

国語の力は
すべての勉強の基礎

埼玉栄高校
進路指導担当 金﨑 正一郎 先生
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◆解ける問題をできるだけ解こう
数学が苦手、という人はわりと多いかもしれませ

ん。そういう人は、まず「大問１の計算問題をしっか
り正解する」ことを心がけると良いでしょう。比較的
配点が高いので、ここで点数を取れれば、他の教科の
点数を挽回できることもあるかもしれません。入試は
１００点満点を取る必要はありません。順番に解く必要
も無く、自分が解ける問題を、時間内に出来るだけ解
答することが大切です。苦手なりにポイントを押さえ
ておきましょう。

◆いざ冬休み。でも時間は有限、効率的に復習しよう！
冬休みは、まとまった時間勉強できる最後のがん

ばり所です。とはいえ公立志望の人は５教科、私立の
３教科であっても復習する量はかなりのボリュームで
す。効率良く時間を使うことを心がけましょう。効率
よく時間を使うためには、まずは、現状をしっかり理
解することです。要するに、何ができていて、何がで
きていないのかを把握することです。そうすれば、理
解出来てない問題を中心に取り組み、入試までに出来
ることをひとつでも多く増やしていきましょう。

◆問題演習には過去問がオススメ
あらかじ

問題演習には入試過去問題がおすすめです。予め
出題の傾向、形式を知っておけば、本番への心構えが
できます。入試問題の作成者は単に合否を決めるため
だけに問題を作成していません。「高校に入ってから
も勉強に困らないように、ここのところは理解してい
てほしい」という思いで作っています。たとえば本校
の数学の入試問題では、毎年、関数の問題が出題され
ています。これは高校に入学してからも数学の授業で
関数が必ず取り扱われるからです。こういった問題を
解ける人に来てほしいという思いが込められています。
必ず一度は解くようにしてください。事前準備は“心
のゆとり”につながります。生活のリズムも含めしっ
かり準備をして受験に臨んで下さい。

◆今、成長の時
皆さん、今の時期はすごく苦しいと感じているか

もしれません。でも実は、すごく成長している時間な
のです。入学試験は合否を決めるだけでなく、みなさ
んが成長できる機会でもあります。将来の自分を見据

とら

えて、大きな視点で入学試験を捉えてください。そう
すれば、大変ではあるけれども、将来の自分のために
やっているという前向きな考え方ができると思います。
努力は裏切りません。みなさんが第一志望校の学校に
合格し、素晴らしい高校生活を送れることを心より願
っています。

◆みなさんはドラマの主人公
入試が近づくと、勉強以外にもいろいろなことが気
になる人もいるでしょう。「ライバルの成績が上がっ
た」「友人が合格を決めた」など、周囲の状況に焦っ
てしまうこともあります。そんな時こそ落ち着いて、
目の前のやるべき勉強に向かいましょう。周囲を気に
するなんて、限りある時間がもったいない。高校入試
というドラマの主役は、みなさん自身です。クライマ
ックス（入試本番）に向けてコツコツ続けた勉強で、
みなさんは人間的にも大きく成長していきます。そし
てラストシーンで憧れの高校への合格を自分の手でつ
かみ取りましょう。

◆大切なのは「解きなおし」
受験が近づくと、さまざまなテストが増えてきます。
偏差値や点数などの数値に一喜一憂してしまいがちで
すが、大切なのは「解きなおし」。テストを受けた当
日中に、正解できなかった問題に再チャレンジし、間
違えた原因を確認しましょう。ケアレスミス、時間が
足りない、理解不足など、原因はさまざまです。理解
不足の場合は教科書の該当単元に戻り、基礎基本から
再学習を行ってください。「解きなおし」の積み重ね
は、実力アップにつながります。

◆過去問対策をしっかりと。
私立高校でも公立高校でも、数年分の過去問題集に
取り組むことは大変有効です。手順や問題傾向を確認
することができ、当日は安心して受験できます。時間
配分も考えておくことが可能です。過去問でも、大切
なのは「解きなおし」。何度も繰り返し過去問に取り
組むことで、苦手分野の早期発見もできます。

◆冬休みは生活リズムを意識する
ほとんどの高校では、午前中から受験が実施されま
す。受験当日、午前中から頭を働かせることができる
ように、生活リズムを整えておきましょう。起床時間
を決め、朝食は必ず食べ、夜は十分な睡眠をとりまし
ょう。

◆最後まで粘り抜け！
３学期に入ると、偏差値を測るテストが少なくなり
ます。それが不安になることもあるでしょう。でも受
験勉強を続けていれば、学力は入試当日の朝まで伸び
続けます。私は高校教員として、多くの大逆転合格を
見てきました。自分を信じ、最後まで粘り抜いてくだ
さい。「何が何でも憧れの高校に合格する」という強
い意志は、勝利を呼び込みます。
Just believe in yourself. とにかく自分を信じて。
Best of luck for your exam! 試験がんばれよ！

◆過去問に挑戦、時間配分は作戦を立てて
まず、皆さんにお伝えしたいのは「しっかり過去問
を解いておけば安心ですよ」ということです。英語で
も数学でも同じなのですが、普段から解きなれている
かどうかが、かなり大切なポイントとなります。今年
は出題範囲が少々異なりますが、毎年の入試問題のス
タイルが大きく変わるわけではありません。
この冬はぜひ過去問題集に取り組んでみてください。
試験時間と同じ時間で挑戦しましょう。入試に臨む際、
大切なのが時間配分です。過去問題集に取り組むこと
で問題の全体がわかるかと思います。自分なりの作戦
を立てて取り組んでみてください。

◆苦手分野も後回しにせずに。
問題演習を繰り返す中で、苦手分野も明らかになっ
てくるかと思います。苦手だからと後回しにせず、早
めに対策するようにしましょう。
今の勉強は高校に入ってからの基礎なので、苦手な
ままでは、高校に入ってからも苦手が続くこととなっ
てしまいます。この機にしっかり学び、解消できるよ
う頑張りましょう。

◆面接も慣れが重要
はじめての面接で上手に話せるという人はあまりい
ないかと思います。実は面接も慣れが大切なのです。
いろんな先生や家の人などを相手に面接の練習を行い、
客観的な意見をもらうことを繰り返しましょう。練習
を繰り返せばいろいろな質問も出てくるでしょう。繰
り返すことで確実にうまくなります。
また面接では難しいことを聞くことはありません。
あがってしまっても、落ち着いて受け答えすれば大丈
夫です。出来るだけリラックスして普段の自分が出せ
るようにしましょう。

◆最後まで努力
自分を信じて、諦めず最後までやりつくしてくださ
い。このことは入試に限ったことではありません。最
後まで努力すれば必ず結果は出ます。頑張ってくださ
い。

特
集

解ける問題を
できるだけ解こう

正智深谷高校
教頭 大嶋 俊久 先生

がががががががががががががががががががががががががががががんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれ受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！ 高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校ののののののののののののののののののののののののののののの
私立高校志望の人は間もなく、公立高校志望の人も本番まであと３か月弱と迫ってきました。
編集部では、高校の先生に取材し、今の時期の勉強方法や心構え、面接でのポイント、入試の考え方などを聞いてきました。ぜひ参考にしてみてください。

Never give up!
当日朝まで学力は伸びる！

埼玉県立杉戸高校
教務主任 齊藤 友和 先生

しっかり過去問を
解いておけば安心

獨協埼玉高校
入試対策部 主任 酒井 直樹 先生
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A

キューアンドエー

Q
受験生と保護者の

疑問に答えます
専門家の先生が皆さんの疑問を
ズバリ解決！

気
休
め
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
不
安
の
９
割
は
実
際
に

は
起
こ
ら
な
い
と
い
う
説
が

あ
り
ま
す
。
た
し
か
に
、
不

安
に
感
じ
た
こ
と
す
べ
て
が

実
際
に
起
き
て
し
ま
っ
た
ら
、

自
分
は
存
在
し
て
い
な
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

で
は
、
な
ぜ
不
安
は
的
中

し
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
人

は
不
安
を
感
じ
る
と
そ
れ
を

回
避
す
る
た
め
の
行
動
に
出

た
り
、
あ
ら
か
じ
め
そ
れ
に

対
す
る
備
え
を
し
た
り
す
る

か
ら
で
す
。
つ
ま
り
、
不
安

と
い
う
感
情
は
人
間
に
と
っ

て
時
に
プ
ラ
ス
に
作
用
す
る

の
で
す
。
受
験
に
対
し
て
何

の
不
安
も
な
い
と
自
信
満
々

の
人
が
落
ち
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
安
心
し
過

ぎ
て
備
え
を
怠
る
か
ら
で
し

ょ
う
。

で
す
か
ら
、
不
安
を
一
掃

し
よ
う
な
ど
と
思
わ
な
い
ほ

う
が
い
い
で
す
。
心
の
ど
こ

か
に
不
安
が
あ
っ
た
ほ
う
が
、

き
っ
と
上
手
く
行
き
ま
す
。

た
だ
し
、
不
安
の
正
体
を

突
き
止
め
ま
し
ょ
う
。
あ
な

た
自
身
「
漠
然
」
と
い
う
言

葉
を
使
っ
て
い
ま
す
が
、
問

題
の
根
っ
こ
は
正
に
そ
こ
で

す
。
正
体
不
明
だ
か
ら
不
安

が
増
す
の
で
す
。
正
体
不
明

だ
か
ら
対
策
が
立
て
ら
れ
な

い
の
で
す
。

今
回
の
場
合
、
不
安
を
も

た
ら
す
元
は
入
試
で
す
。
で

は
、
そ
の
ど
こ
が
不
安
な
の

で
す
か
。
倍
率
が
高
い
こ
と

で
す
か
、
合
格
最
低
点
が
高

い
こ
と
で
す
が
、
自
分
の
成

績
に
波
が
あ
る
こ
と
で
す
か
。

徹
底
的
に
調
べ
、
考
え
て
、

そ
こ
を
明
ら
か
に
し
ま
し
ょ

う
。
原
因
が
分
か
れ
ば
対
策

は
必
ず
あ
る
も
の
で
す
。

き
ゆ
う

「
杞
憂
」
と
い
う
言
葉
を

聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

知
ら
な
か
っ
た
ら
調
べ
て
み

て
く
だ
さ
い
。
人
は
え
て
し

て
、
心
配
す
る
必
要
の
な
い

こ
と
を
心
配
す
る
ら
し
い
で

す
。

悩
む
の
は
悪
い
こ
と
で
は

な
い
し
、
迷
う
の
は
当
然
で

す
。
で
す
の
で
、
い
ま
だ
に

決
め
か
ね
て
い
る
自
分
を
責

め
る
こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

決
断
は
一
瞬
で
す
。
お
そ

ら
く
、
そ
の
時
は
１
か
月
先

か
２
か
月
先
に
な
る
で
し
ょ

う
。
つ
ま
り
願
書
を
提
出
す

る
少
し
前
と
い
う
こ
と
で
す

ね
。
そ
れ
ま
で
は
、
今
日
決

め
よ
う
明
日
決
め
よ
う
と
、

決
め
る
こ
と
ば
か
り
を
考
え

な
い
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、

決
断
を
す
る
日
だ
け
決
め
て

お
い
て
、
そ
れ
ま
で
は
「
決

め
よ
う
」
と
か
「
決
め
な
け

れ
ば
」
と
思
わ
な
く
て
い
い

と
い
う
こ
と
で
す
。

他
の
人
が
、
い
つ
決
め
よ

う
が
ど
こ
に
決
め
よ
う
が
、

そ
ん
な
こ
と
は
関
係
あ
り
ま

せ
ん
。
あ
な
た
自
身
も
言
わ

れ
て
い
る
よ
う
に
「
将
来
を

考
え
る
上
で
と
て
も
大
切
な

選
択
」
な
の
で
す
か
ら
、
決

断
を
下
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
そ
の
時
ま
で
、
と
こ
と
ん

悩
ん
だ
り
迷
っ
た
り
す
れ
ば

い
い
と
思
い
ま
す
。

た
だ
し
、
時
期
が
時
期
で

す
か
ら
、
候
補
を
少
し
ず
つ

絞
っ
て
い
く
と
い
う
作
業
は

必
要
で
し
ょ
う
。
そ
の
た
め

に
説
明
会
や
相
談
会
に
は
で

き
る
だ
け
参
加
す
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
そ

の
際
は
自
分
の
感
覚
を
信
じ

ま
し
ょ
う
。
理
屈
よ
り
も
感

覚
で
す
。「
な
ぜ
、
こ
の
学

校
」
と
い
う
問
い
に
理
路
整

然
と
答
え
ら
れ
る
こ
と
は
大

事
な
こ
と
で
す
が
、「
何
と

な
く
い
い
な
」「
何
か
ピ
ン

と
来
な
い
な
」
と
い
う
直
感

を
馬
鹿
に
し
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
そ
こ
に
は
何
か
し
ら
原

因
が
あ
る
の
で
す
。
そ
れ
を

突
き
詰
め
て
考
え
、
言
語
化

す
れ
ば
（
言
葉
に
す
れ
ば
）、

そ
れ
が
あ
な
た
の
本
当
の
志

望
理
由
と
い
う
こ
と
に
な
る

の
で
す
。

あ
な
た
に
は
良
い
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
。
会
っ
た
こ
と

は
な
く
て
も
、
す
ぐ
分
か
り

ま
す
。

「
え
っ
、
何
で
そ
ん
な
こ

と
分
か
る
の
？
」
と
思
う
で

し
ょ
う
。
で
は
、
説
明
し
ま

す
。あ

な
た
は
自
分
の
悩
み
を

誰
か
に
相
談
し
て
み
よ
う
と

思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ

の
方
法
を
考
え
た
末
に
、
こ

の
コ
ー
ナ
ー
に
投
稿
（
質

問
）
し
て
み
よ
う
と
思
い
、

実
行
し
ま
し
た
。
こ
の
積
極

性
、
実
行
力
は
誰
も
が
持
ち

合
わ
せ
て
い
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
あ
な
た
の
長
所

で
す
。

「
自
己
Ｐ
Ｒ
が
ど
う
し
て

も
書
け
ま
せ
ん
」
と
あ
り
ま

す
が
、
書
け
な
い
理
由
は
Ｐ

Ｒ
す
べ
き
中
身
が
無
い
か
ら

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

よ
く
言
わ
れ
る
こ
と
で
す

が
、
長
所
と
短
所
は
カ
ー
ド

の
裏
表
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

た
と
え
ば
「
臆
病
」
は
短
所

と
見
ら
れ
が
ち
で
す
が
、
カ

ー
ド
の
裏
側
に
は
「
慎
重
」

と
書
い
て
あ
る
の
で
す
。
自

分
の
長
所
が
見
つ
か
ら
な
い

と
い
う
人
は
、
カ
ー
ド
の
一

面
だ
け
を
見
て
い
る
の
で
す
。

ひ
っ
く
り
返
し
て
裏
面
を
見

て
み
ま
し
ょ
う
。

長
所
ば
か
り
の
人
と
か
、

逆
に
短
所
ば
か
り
の
人
な
ど

い
ま
せ
ん
。
長
所
も
行
き
過

ぎ
れ
ば
短
所
に
な
る
か
も
し

れ
な
い
し
、
短
所
も
見
方
を

変
え
れ
ば
長
所
に
な
る
の
で

す
。「

角
を
矯
め
て
牛
を
殺
す

（
つ
の
を
た
め
て
う
し
を
こ

ろ
す
）」と
い
う
言
葉
が
あ
り

ま
す
。
短
所
を
無
理
に
直
そ

う
と
し
て
全
体
を
ダ
メ
に
し

て
し
ま
う
こ
と
で
す
が
、
あ

な
た
は
も
の
ご
と
を
突
き
詰

め
て
考
え
た
り
、
悲
観
的
に

考
え
た
り
す
る
性
格
な
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
仮
に
そ

れ
が
短
所
だ
と
し
て
も
、
と

り
あ
え
ず
そ
れ
に
は
目
を
つ

ぶ
っ
た
ら
ど
う
で
す
か
。

あ
と
は
、
お
父
さ
ん
お
母

さ
ん
と
か
御
祖
父
さ
ん
御
祖

母
さ
ん
な
ど
身
内
の
方
に
聞

い
て
み
る
こ
と
で
す
ね
。
長

所
は
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
出

て
き
ま
す
よ
。

入
試
の
制
度
・
仕
組
み
は

都
県
ご
と
に
異
な
り
ま
す
。

私
立
の
場
合
で
あ
れ
ば
学
校

ご
と
に
違
い
ま
す
。
で
す
か

ら
欠
席
日
数
が
合
否
に
ど
れ

く
ら
い
影
響
す
る
か
は
一
概

に
は
言
え
ま
せ
ん
。

学
校
に
よ
っ
て
は
出
願
条

件
に
「
欠
席
〇
日
以
内
」
と

明
記
し
て
い
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。
た
だ
、
近
年
は
、
全

体
的
に
欠
席
に
関
し
て
寛
容

に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

そ
れ
よ
り
も
、
心
配
な
の

は
「
体
調
を
崩
す
こ
と
が
多

く
」
と
い
う
点
で
す
ね
。
原

因
が
身
体
的
な
も
の
な
の
か

精
神
的
な
も
の
な
の
か
分
か

り
ま
せ
ん
が
、
何
と
か
無
事

に
受
験
を
乗
り
切
っ
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

あ
る
学
校
で
、
推
薦
入
試

と
一
般
入
試
と
い
う
ふ
た
つ

の
受
験
パ
タ
ー
ン
が
あ
っ
た

場
合
、
一
般
入
試
の
方
は
当

日
の
学
力
試
験
を
重
視
す
る

傾
向
が
強
い
よ
う
で
す
。
調

査
書
（
内
申
書
）
を
全
く
見

な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
学
力
試
験
の
重
み
は
増
し

ま
す
、
で
す
か
ら
、
学
力
試

験
で
高
得
点
を
取
れ
る
よ
う

に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
こ
れ

は
想
像
の
域
を
出
ま
せ
ん
が
、

高
得
点
を
取
っ
た
受
験
生
を
、

欠
席
日
数
を
理
由
に
落
と
す

学
校
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
と
、
仮
に
欠
席
日
数

が
あ
る
程
度
影
響
を
持
つ
と

し
て
も
、
こ
れ
は
も
う
数
字

と
し
て
確
定
し
て
し
ま
っ
て

い
る
の
で
今
さ
ら
変
え
よ
う

が
あ
り
ま
せ
ん
。
後
ろ
を
振

り
返
る
の
で
は
な
く
前
を
見

ま
し
ょ
う
。
高
校
に
入
り
環

境
が
変
わ
れ
ば
、
あ
な
た
の

体
調
も
き
っ
と
良
い
方
向
に

進
む
で
し
ょ
う
。

い
よ
い
よ
令
和
６
年
度
入

試
本
番
、
志
望
校
決
定
の
時

期
と
な
っ
た
。

１２
月
下
旬
か
ら
１
月
上
旬

に
か
け
て
開
始
さ
れ
る
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
利
用
し
た

私
立
高
校
の
出
願
、
２
月
７

日
か
ら
郵
送
や
ネ
ッ
ト
等
で

開
始
さ
れ
る
公
立
高
校
へ
の

出
願
。
そ
こ
か
ら
３
月
１
日

の
合
格
発
表
ま
で
、
２
か
月

を
超
え
る
高
校
入
試
が
開
始

さ
れ
る
。

５
類
に
な
っ
た
と
は
い
え

新
型
コ
ロ
ナ
の
脅
威
が
続
き
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
も

あ
る
。
健
康
に
留
意
す
る
こ

と
、
強
い
気
持
ち
で
志
望
校

に
挑
戦
す
る
こ
と
、
本
気
で

勉
強
に
集
中
で
き
る
か
な
ど

が
、
受
験
期
を
乗
り
越
え
る

た
め
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
だ

ろ
う
。

今
回
は
、
既
報
も
あ
る
が
、

現
時
点
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン

ト
を
ま
と
め
た
。

※
本
文
は
よ
み
う
り
進
学
メ

デ
ィ
ア
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
に
て
公
開

し
て
い
ま
す
。

・
１２
月
の
進
路
希
望
調
査
が

志
願
先
決
定
の
目
安

・
過
去
問
に
挑
戦
し
て
み
よ
う

新
た
な
分
野
は
要
チ
ェ
ッ
ク

・
問
題
発
見
や
解
決
を
求
め

る
出
題
も

・
通
知
書
で
調
査
書
内
容
を

確
認
。さ
あ
得
点
力
強
化
だ

・
計
画
を
立
て
、実
行
し
よ
う

・
健
康
管
理
も
重
要

ば
く
ぜ
ん

本
当
に
受
か
る
の
か
漠
然
と
不
安
に
な
っ
た
り
、
こ
れ
以
上
勉

強
し
て
も
無
駄
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
た
り
す
る
こ
と
が
増

え
ま
し
た
。
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
の
い
い
方
法
は
あ
り
ま
す
か
？

１１
月
に
入
っ
て
周
囲
も
志
望
校
が
決
ま
り
だ
し
て
き
て
い
ま
す
。

で
も
私
は
ま
だ
ど
こ
の
高
校
を
受
け
る
か
決
め
か
ね
て
い
ま
す
。

高
校
選
び
は
将
来
を
考
え
る
上
で
と
て
も
大
切
な
選
択
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
迷
っ
て
い
ま
す
。

中
３
受
験
生
で
す
。
自
己
Ｐ
Ｒ
が
ど
う
し
て
も
書
け
ま
せ
ん
。

自
分
の
い
い
と
こ
ろ
な
ん
て
見
つ
け
ら
れ
な
い
で
す
。

特
技
も
無
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
し
た
ら
い
い
で
す
か
？
ア
ド

バ
イ
ス
く
だ
さ
い
。

私
立
の
高
校
を
一
般
入
試
で
受
験
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
の
で

す
が
、欠
席
日
数
は
合
否
に
ど
れ
く
ら
い
影
響
が
あ
り
ま
す
か
？

体
調
を
崩
す
こ
と
が
多
く
、
か
な
り
欠
席
し
て
し
ま
っ
た
の
で

受
験
が
心
配
で
す
。
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「
過
去
問
で
最
終

チ
ェ
ッ
ク
だ
」
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